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暑中お見舞い申し上げます
　梅雨から、夏本番を迎える季節になりました。皆様には、日ごろから議会活動、後援会活動に対し、
ご理解、ご協力をいただきまして誠にありがとうございます。
　さて、6月議会が6月11日から28日まで開催され、緊急雇用創出事業の補正予算や豊田地域医療
センターの電子カルテシステム導入など重要な案件が審議され、すべてが可決されました。
　私の一般質問では、「市の広告の積極的な活用」について質問しました。私の提案について、満
足できる答弁は引き出せませんでしたが、これからも市民にとって良かれと思うことについては、引き続

き主張していきたいと思っています。
　なお、昨年同時期には豊田市議会会派「とよた市民の会」会報を創刊致しましたが、
今年度につきましては、別の時期に改めて発行致します。ご承知おきください。
　今後もさまざまな問題に対し、皆様と一緒に考え、活動したいと考えております。どうか

今後とも、変わらぬご支援、ご指導をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊田市議会議員　岡田耕一

【開催日】　7月10日（土）・9月11日（土）
　　　　　10月 9日（土）
              ※8月はお休みです

【時　間】 午後1時30分〜3時
【場　所】 豊田産業文化センター4階

お問合せ   　小林おさむ　80-5323

とよた市民の会 無料法律相談のご案内

弁護士に無料で相談できます。完全予約制といたしますの
でご了承下さい。ご希望の方は前日までにご連絡ください。

〜派遣切り、生活相談もどうぞ〜

無
所
属

市
民
派

第3回 親睦マレットゴルフ大会のご案内
　おかだ耕一後援会では第3回親睦マレットゴルフ大会を下記の通り
開催致します。多くの皆様のご参加をお待ちしております。
● と　　き ： 平成22年9月25日（土）〈予備日 26日〉
　　　　　　 13時30分より17時頃まで（受付13時～）
● と こ ろ ： 河合池マレットゴルフ場　東コース（現地集合）　
● 参 加 費 ： 300円（参加賞あり）＊お茶は各自でご持参ください　
● 申込期限 ： 平成22年9月11日(土)
● お申込み・問合せ先 ： 森田　秋男　 88-5797

おかだ耕一　平成22年度役職
・ 環境福祉委員会 委員
・ 議会活性化特別委員会 委員
・ 予算決算委員会 委員
・ 公選法運用委員会　役員
5月臨時会、6月定例会におきましてこれらに
選任されました。今年1年頑張ってまいります

市政改革・とよた市民の会　市民講座のご案内
テーマ：「安全保障ジレンマからの脱却をめざす」～軍事力による抑止ではなく、共通の安全保障へ

　市政改革・とよた市民の会（代表　おかだ耕一市議）の「日本の安全保障」についての市
民講座第2弾は、NPO法人ピースデポ代表の湯浅一郎氏をお迎えして講演会を行います。
わが国の安全保障を真正面から考える講演会にしたいと思います。多くの皆様のご来場を
お待ちしております。
と　き：平成22年7月11日 （日）13:30～16:30　（受付13：00～）
ところ：とよた市民活動センター研修室 （松坂屋豊田店Ａ館９階）
講　師：湯浅　一郎氏（NPO法人ピースデポ代表） 　　　　　　　資料代：500円
主　催：市政改革・とよた市民の会　連絡先：おかだ耕一市議　　　090-2929-7529

会報配布
ボランティア

の
募集

　おかだ耕一後援会では「おかだ耕一後援会会報＆議会報告」を年4回発行しています。現在、
約60名の方々のご協力で約2万部を配布していただいております。多くの皆さんに会報を読んで
いただくため、年4回、おかだ耕一議員と一緒に美里、高橋、益富地区周辺および中心市街地で
配布していただくか、ご自宅の周りの50～500戸ぐらいの郵便受けに配布いただけませんか。
　50枚～200枚ほどで30分～2時間程度です。配布する地域はご相談のうえ決めさせていた
だきます。ぜひ、ご協力をお願いいたします。ご連絡をお待ちしております。  090-2929-7529
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議会報告No.39
平成22年6月定例会
おかだ耕一議員の

一般質問とその答弁

よ う こ そ と よ た 市 民 の 会 へ
〜 変 革 す る 勇 気 と 責 任 〜

1.税収だけに頼らない歳入確保を！ 〜本市の広告への取り組みを問う〜 （答弁は福嶋総務部長、井上市民部長）

　本市財政は平成20年秋のリーマンショック以降、かつてのような税収が見込めず、21年度、22年度には多額の基金の取
り崩しや100億円を超える市債を発行するなど大変厳しい状況が続いている。
　私は、このような財政状況になる以前から、積極的な行財政改革の取り組みを求め、さまざまな提言をしてきた。その中の１
つとして、税収だけに頼らない歳入確保の観点から企業広告等の積極的な活用を訴え続けてきたが、やっと本市でも私の提
言が実現しつつある状況だ。ただ、他市と比較すると取り組みが消極的と言わざるを得ない。

平成22年度新規広告事業の状況
今年度は、市の広告活用として、3つの新規事業が取

り組まれている。①市ホームページのバナー広告、②市職員
給与支給明細書への広告掲載、③庁内及び関係先配布
用・予算のあらましへの広告掲載である。①②③それぞれにつ
いて、どのように広告を募集し、何社から応募があり、いくらで
落札されたか。

①「市ホームページのバナー広告」は、広告業務とし
ての入札参加資格を有する業者のうち、市内に本店があり、
過去1年間の売上高が5,000万円以上で、本市において広
告業務として実績のある6社に対して入札参加を依頼した。
結果、3社の入札があり529,200円で落札された。

②「市職員給与明細への広告」についても、バナー
広告と同様の条件で6社を選定し、入札参加を依頼した。
結果、3社の入札があり588,000円で落札された。

③「予算のあらまし」は、「バナー広告」等とは異なり、
あらかじめ市が指定した価格で、広告代理店を通じて広告
を募集する方式を採用した。広告代理店については、①②
と同様の基準により選定した6社に対し参加の意思を確
認。参加申請があった2社を広告代理店とし、1枠1万円で
合計6枠の広告募集を行った。結果、5枠の応募があり、合
計5万円の歳入となった。

現行の広告事業の問題点を指摘する
バナー広告について

は掲載位置に問題がある。
他市の事例を見れば、トップ
ページを開けばそのままバナ
ー広告が目に入る位置に
掲載されているが、本市は
ホームページのかなり下部
の位置に広告が掲載され、
目にとまりにくい。また、予算
のあらましの広告も1,000部
しか印刷されない庁内及び
関係先配布用だけでなく、
全市民向けを対象にすれ
ば、より多くの地元企業が

関心を示し、市の広告収入増加とともに、地域の活性化にも
寄与すると思う。これらの見直しを求め、3事業の現段階での
評価、所見を伺う。

「広告事業による歳入確保」を進めるにあたり、「採
算性の確保」「広告の及ぼす影響への配慮」「行政の信
頼性や公平性・公正性の確保」など、多面的な要素に配
慮することも意識し、3つのモデル事業を実施した。モデ
ル事業の評価は、時間をかけて行う必要があると考えてい
る。しかし、現段階で得られたこともある。例えば「バナー広
告」の落札額は予算計上額よりもかなり低く、近隣他市と
比較しても低額となっている。これは現在の景気後退の影
響に加え、今回広告代理店を市内業者に限定したことに
より、結果的に広告主となる業者の規模も小さくなったこと
が影響していると考える。
　一方、「給与明細書での広告」は、予算額の倍以上の
価格で落札されたが、これは落札業者に対する聞き取りに
よると、給与明細書のようにその広告媒体を見る対象者が
はっきりしている場合は、広告掲載によるメリットを予見し
やすいため、比較的高い価格での入札が行いやすいとの
ことであった。今回のモデル事業の経験を今後の広告拡
大において十分に活かしていきたい。

広告付窓口封筒の実績
広告付窓口封筒は、市民課等に備え付けられている

住民票などを入れる封筒で、
本市では、平成18年3月に導
入された。年間の印刷枚数、
使用枚数ならびに経費削減
効果は。また、効果について
の行政評価と市民からの声
は何かあるか。

毎年の印刷枚数は約24万枚、使用枚数は約22万
枚で推移している。経費削減効果としては、従来負担して
いた窓口封筒作成に係る経費が、無償提供を受けること
で毎年80万円。また、封筒発注事務や本庁・支所等あわ
せて15カ所における在庫管理事務に係る事務量等の削
減があり、これらをあわせると年間で100万円を超える削減
効果がある。▲ 右上段の枠がバナー広告

 　徳島市広報広聴課提供
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　行政評価については、先ほど説明した経費削減のほか、
（1）封筒作成、在庫管理、支所等への配送など職員の事
務負担を軽減するなどの効果をあげている。（2）行政から
市民に発信したいメッセージや、施設の紹介など、無償で
掲載できる。（3）大半は地元企業の広告が掲載されてお
り、地元企業のPRや地域支援にも役立っている。市民評
価については、特段広告掲載についての意見は聞いてお
らず、市民からは一定の理解を得ていると考える。

広告代理店を公募せよ！
平成18年3月の導入以来、広告代理店を（株）郵宣

企画に限定しているが、競争原理を導入すべきだ。今後、代
理店を公募する考えはないか。

22年度分からは公募での対応を考えている。
広告代理店を公募する際の条件として、本市は地域

経済への貢献も考えるべきだ。代理店は印刷業者を市内業
者にするなど条件をつけてはどうか。

印刷業者を市内業者に限定すると、代理店は封筒
の大量印刷によるスケールメリットが活かせないので印刷
コスト増の影響が予想される。結果、豊田市に納入される
封筒の品質低下も考えられるので、印刷業者を市内業者
にするなどの条件の付加は考えていない。しかし、公募に参
加した複数の代理店の中から1社を選定する際の評価ポイ
ントとして、市内印刷業者の利用も考慮したい。

さらに収益性を考えた広告封筒の入札を求める
公募は、封筒の無償提供ではなく、広告掲載料とし

て、市への支払いを条件とした競争入札をすべきだ。
現在の無償提供により広告付封筒を納入する方

法でも一定の費用削減が図られており、有効である。今後
は広告掲載料を付加する方法と、現行の方法について、
費用対効果や募集する媒体、作成する部数なども含めた
検討を行い、市にとって最も効果的な手法を選択したい。

広告掲載事例の導入可能性を問う
多くの自治体で導入されているエレベーター壁面へ

の広告掲載、玄関マットへの広告掲載、納税通知書等への
広告掲載を本市でも導入できないか。

広告導入に際しては、次の3点を基本方針に掲げて
いる。①広告媒体となる市の資産等は、それぞれの保有目
的を持っており、広告掲載がその目的達成の阻害要因とな

らないこと。②広告掲載により、市の公平性、公正性が阻
害されたり、市行政に対する信頼を損ねないこと。③広告
事業による歳入と事業実施に必要な経費を比較して、収支
がマイナスとならないこと。また、この他にも例えば提案のあ
ったエレベーター壁面や玄関マットへの広告掲載などは、
景観上の配慮も必要となる。しかし、財政が厳しいなか、新
たな財源を積極的に確保することは重要なことであり、議員
が提案された広告媒体は他の自治体で導入されている事
例も多く、検討対象の1つであると考える。さらに、市が発行
している各種パンフレットなど、広告媒体となるものは数多
くあると考えるので、今年度行ったモデル事業を評価したう
えで、新たな広告事業の拡大を判断したい。

市民の暮らしに役立つ情報として、毎年7月に広報
とよたと一緒に配布される「くらしの便利帳」は、広告主側
にとっては、非常に有効な広告媒体となる。23年度は、是
非、くらしの便利帳への広告掲載を求める。

「くらしの便利帳」については、広告を掲載し、タウ
ン情報誌と一体となったものができないか、所管部局で
調査・検討を行う。

コピー機、印刷機の用紙に広告を
コピー機、印刷機の経費削減策としてコピー用紙の

裏面に広告を掲載し、大学構内で学生向けにコピー代を
無料にした「タダコピ」というサービスがある。また、オフィス
や幼稚園向けに、裏面に広告やクーポン券を印刷した無
料コピー用紙サービスもある。このようにコピー用紙という
ツールに広告を載せることで、手に取り、目に触れる機会が
高くなるという広告主側のメリットと同時に無料用紙を利用
することで事務用品のコスト削
減という利用者側のメリットもあ
る。私は本市でもこうしたサー
ビスが導入できないか、「タダコ
ピ」を展開している企業や市内
に本店のある広告代理店3社
にヒアリングした結果、十分検
討の価値があるとのコメントを
もらった。本市では、平成23年
4月に契約が切れるこども園・
印刷機のリース契約がある。
本市でも広告付用紙導入によ
るリース代等の軽減策を検討
できないか。

コピー用紙や印刷用紙の裏面などを利用した広告
の実施という提案だが、現代社会における紙の大量消費
は、限りある資源の有効活用や環境への配慮という視点
からは、できる限り改めるべき問題である。そうした視点か
ら、むしろ両面印刷や裏紙利用などを積極的に促進すべ
き。有効活用できる紙の裏面などを経済的理由から広告
媒体として活用することには慎重な判断が必要と考える。

▲ 広告付玄関マット ▲ エレベーター壁面広告（いずれも徳島市庁舎）

▲ 学生に大人気の「タダコピ」。毎月、
　 2万〜5万枚があっという間になくな 
　 るという（愛知教育大学にて）
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おかだ耕一を支えるカンパは下記へお願いいたします
三 菱 東 京 U F J 銀 行
郵 便 振 替

《他行からの振込口座

豊田支店  （普通） 1113815
0 0 8 2 0 - 9 - 2 0 5 0 6 1
9900　089（当座） 0205061

お か だ 耕 一 後 援 会
お か だ 耕 一 後 援 会
オカダコウイチコウエンカイ》

カンパ頂いた方は通帳にはお名前しか表示されません。お礼を申しあげたいため、
ご一報下さるようお願いいたします。政治資金規正法により、おかだ耕一後援会は、
企業･労働組合等の団体からの寄付は受けられません。

《連絡先》

TEL/090-2929-7529
FAX/88-9194
　　　　　　　　　　　      　（こーいち）

http://www.ko1.org/
E-mail:okada@ko1.org
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路線図1　（仮）三河豊田・豊田線

路線図2　豊田・渋谷線

公園休憩所テーブル、ベンチへ製作費の寄付を募っては？
とくしま動物園では、平成20年に休憩所を新設した

際、「メモリアルベンチ」の製作費用にあてるため、特典付
で寄付者を1口3万円で合計80口募集した。本市でも鞍
ヶ池公園はじめ、公園、広場の整備の際に、こうした手法は
使えるのではないか。

公園や広場に設置するテー
ブルやベンチの寄付は、整備コス
ト削減の手法の1つであるとともに、
「施設に対する愛着」や「市民の思
い出づくり」からも有効な手法と思
う。本市では、おいでんまつりの花
火で協賛を求めているが、これなど
も提案趣旨に通ずるものと考える。
今後、他都市の事例等も踏まえ、寄
付を受ける公園、施設を選定し、実
施に向けた検討を行う。

広告化についての市民アンケート実施を求める
市民に対して、本市がすでに取り組んでいる広告の

活用に関する意見・評価や今後、取り組むべき広告の活
用について、ご意見を伺う機会として、100名いる「Eモニタ
ー」向けのアンケート調査や広報とよたに掲載し、全市民
向けにアンケート調査を実施してはどうか。

今年度実施した3つのモデル事業のうち、「給与明
細書」と「予算のあらまし」については、市民の目に触れる
機会も少ないため、現在のところ広く市民に意見や評価
を求める段階にはないと考えている。また、今後の広告拡
大に関する意見募集についても、アイデアとしては他都
市の先行事例など多くの例もあり、現段階で直ちに市民
に意見を求める必要はないと考えている。しかし、今後広
告事業が拡大していった場合に、その評価等について市
民の意見を聞く可能性はあると考えており、その場合は現
行のEモニター制度などを有効に活用していく。

Ｑ：美里地区に住む者です。以前、神池台経由でトヨタ記念病院行きの名鉄の路線バスがありましたが、廃止さ
れて、ずいぶんたちます。トヨタ記念病院行きの路線バスの復活を期待していますが、どうにかなりませんか。

Ａ：豊田市では、名鉄バス等との協議の結果、平成22年
10月1日からおいでんバスとして、豊田市駅からトヨタ記
念病院、三河豊田駅に向かう新規路線（路線図1）の運
行開始をめざし、準備を進めています。使用するバスは、ト
ヨタ自動車から燃料電池バス1台を借用し、これを運行事
業者（バス会社）が運行する予定です。
　また、外環状線を通行していた旭・豊田線は路線を扶
桑、平井、百々の各地区を通行するルートに変更し、利便
性の向上をはかります。（22年10月1日運行開始予定）
　さらには、豊田・渋谷線（路線図2）は路線を延長し、「自
然観察の森」や市木町、双美町へのバス停を新設し、利
便性の向上をはかります。（22年8月1日運行開始予定）

　　　　　　　　凡　例
（仮）三河豊田・豊田線　■■■■■■■■■
バス停　　　　　　　　　　　○

こ こ が 聞 き た い ！ 議 員 ？ 豊 田 市 政 ？ 市民の疑問におかだ議員がお答えします

　　　　　　　　凡　例
既存路線　■■ ■■ ■■ ■■■
延伸部分　■■■■■■■■■■■
バス停　　　　　　　○

▲ メモリアルベンチ
　 とくしま動物園提供

三河豊田駅

トヨタ記念病院

広川町7丁目

市木町9丁目

東山町5丁目

自然観察の森

五ヶ丘団地

双美団地

泉　町

神池台

豊田市

豊田市

トヨタ自動車本社地区


